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開館時間 10:00～17:00
休 館 日 毎週水曜日 ※「早稲田文化芸術週間」開催期間中の10月18日は開館。
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　1943年10月、戦況が不利になっていくなか、旧制中
学校以上の在学生に認められていた徴兵猶予が停止さ
れました。その時、早稲田大学では、4500人を超える
学生が新たに徴兵の対象者となりました。その直前の
陸海軍の大量募集に応じた学生なども計上すれば、
1944年3月までの入営者は5700人以上にのぼりました。
加えて、1941年からすでに修業年限の短縮による繰り
上げ卒業が実施され、その後も植民地出身学生を対象
とする「志願兵」動員が実施されました。学生たちは
教育の機会を奪われたばかりか、その多くが命まで落
とすことになります。戦場から生きて帰れた人びとは、
長い戦後を経験した後、その歴史をどのように振り
返ったのでしょうか。
　本年は学徒出陣から80年の節目の年です。早稲田大
学は、学徒出陣当事者の高齢化を鑑みて、2013年から
2016年にかけて、30回近くの聞き取り調査を実施しま
した。約100時間におよぶ調査データから、「戦時下の
大学生活」「学徒から兵士へ」「それぞれの戦場」と
いう3つのテーマに分けて重要な証言を取り出し、寄贈
資料や近年収集した資料もあわせて展示し、出陣学徒
たちの体験を振り返ります。

①：「半島学徒出陣ニ際シ提出セル英作文」（1943年10月）

②：陸軍航空整備幹部候補生の卒業記念誌『転把』（1944年12月）

③：「最後の早慶戦」に出場した選手たち（1943年10月16日）

④：佐川一元氏の軍隊での日記（1944年）

⑤：志賀利吉氏出征時に贈られた日章旗（1943年）

表面上部：学徒出陣壮行会　学内を行進する学生たち（1943年10月15日）
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